
「なぜ外来樹木を伐採する必要があるのか、なぜ海岸清掃を行う必要がある
のかを考え、持続可能な未来の奄美のために今後どのような取り組みを行う
必要があるかを考えるワークショップを開催しました。

参加者は、子どもから大人まで幅広く、大雨の中、熱心に作業を行い、講話を
聴く姿が印象的でした。

①外来樹木（モクマオウ）伐採では、常田守氏の講話において、外来樹木があ
ることで、野鳥への影響やどんどん勢力を増やしていることによる砂浜への影
響などを学びました。

チェンソーやノコギリで成木、幼木の伐採を行い、運搬、枝落としを行い処分し
ました。利用可能な木材については宇宿貝塚リニューアルにおいて活用して
いくことにしている。

②海岸清掃では、NPO法人ゆいむすび実行員会の羽利英治氏の講話におい

て、世界や日本の漂着ごみの状況やその影響の他、アップサイクル製品の紹
介等を学びました。収集したプラスティックを宇宿貝塚リニューアルにも活用し
ていくことにしている。
IMALUさんも参加され、盛り上がりを見せた。



★ワークショップ①
外来樹木伐採
場所：宇宿大瀬海岸
講師：常田 守



★ワークショップ②
ビーチクリーン
場所：あやまる岬海岸
講師：羽利 英治


